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参加園
全体会では、令和６年度に実施した発達支援体制検討会議（就学前の発達支

援）や、令和７年度の舞鶴市乳幼児教育ビジョン推進事業計画等について報告
しました。
さらに、独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 インクルーシブ教育シ

ステム推進センター 上席総括研究員（兼）センター長 久保山茂樹先生を

講師にお迎えし、「共生社会の担い手を育む保育を目指して〜多様性を尊重し、
安心して自己発揮するために〜」と題して、ご講演いただきました。事例を交
えながら具体的にお話を伺うことで、より学びを深めるとともに、保育を振り
返る機会にもなりました。

子どもの姿を肯定的に捉えるということ

◯私たちは、しばしば「将来困るから」という理由で、子どもたち

に「できないことをできるようにすること」を求めがちではないか。

「できないことがあれば大人になれない」のだろうか。

◯「できないことをできるようにするエネルギーや時間」を、「今

できていることを豊かにする」ことに割り振りたいと考える。変え

るのは子どもではなく、むしろ私たち大人がどれだけ変われるのか

ということを考えていきたい。

◯中学校の発達障害の通級指導教室の先生からは、「学び直し」や

「しつけ直し」よりも、「人と遊ぶと楽しい」「コミュニケーショ

ンするとワクワクする」といった心の動きを伴う体験が中学校まで

に必要だということを伺った。

支援が必要な子どもも、まわりの子どもも育つ保育

◯鬼ごっこの輪に入らず一人で夢中になって遊ぶ子に、保育者は

「声をかけない」という選択をした。「この子にはこの時間が必

要」だと言える保育者の専門性のスキルは素晴らしい。保育者が、

子どもの姿を認め、その子の遊びを保障することと、夢中になって

遊びこむ姿は、周りの子どもの興味を引きつける。

◯みんなの輪からはみ出ている子どもを困った子と捉えるのではな

く、その子の「よさ」や「得意」を認め、そこにしっかりと目を向

けていくことが大事であり、それらを軸に豊かな関わりを築くこと

が、共生社会への一歩ではないか。

子どもが、いま、ここで手持ちの力を発揮できるように

◯私たち先生と呼ばれるものは「子どもから学ぼうよ」と思って先

生になったのではないだろうか。この原点を思い出したい。どんな

に重い障害があろうと、その子は「いま、ここで持ってる力」があ

る。それをどうやったら発揮できるかを考えるのが私たちの仕事で

はないか。

お座りがむずかしいAちゃんの事例

◯環境（チャイルドシート付きブランコ）を整えるという大人の発

想の転換によって、ブランコに乗り、笑う、声を出す、という「今

持っている力」を最大限に発揮することができた。

◯子どもを「一生、能力を身につけるために頑張り続けなくちゃい

けない存在」にしてはいないだろうか？私たちが少し甘く見守るこ

とで、子どもは安心して自分を発揮できるようになるだろう。

舞鶴市乳幼児教育ビジョン推進事業 全体会を実施しました

久保山先生 講演
共生社会の担い手を育む保育を目指して

〜多様性を尊重し、安心して自己発揮するために〜

先生たちがつながることが大切

◯担任の先生が「私が何とかしなきゃ」と、一人で抱え込み、子ど

もとの関係が「トゲトゲ」していないだろうか？

◯担任の先生が少し苦しそうであれば、周りの先生は支えてあげて

ほしい。職員室での失敗談の共有や、お互いのSOSを受け止め合う

「つながり」が、先生の心を緩め、子どもへのまなざしを優しくす

るだろう。

共生社会の担い手を育む

◯幼稚園教育要領の前文にもあるように、将来、多様な人々と協働

し、持続可能な社会の創り手となるための基礎を培うことが、これ

からの保育・教育に求められている。

◯共生社会とは、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々

の多様な在り方を相互に認め合える全員参加型の社会であるとして

いる。（平成24年7月 中央教育審議会初等中等教育分科会報告）

◯これまでは、どちらかと言えば、障害のある人や子どもが、社会

や園・学校に合わせてきた。これからは、社会、園や学校が、多様

な人がいることを前提に変わっていけるかが問われており、多数派

（マジョリティー）が変わる挑戦が必要だと考える。

◯保育における方向性についても、これまでは、少数派が多数派に

近づくという方向性であり、子どもが努力し、できないことをでき

るようにすることを目指すという発想であった。これからは、多数

派の子ども、保育者が変わるという発想で、子ども理解（多様性を

認め合う、得意・良さも知る、共感のまなざし）を深め、保育の見

直し（誰もが生活しやすく、学びやすい環境づくり）を行うことで、

多数の側がどれだけ変われるかを追求したい。

◯保育者が「早くできることは素晴らしい！でも...ゆっくり、丁寧

にできることも素晴らしい！」など、多様な価値観をもち、子ども

にそれを伝えることが大切ではないか。

朝日幼稚園
朝来幼稚園
永福こども園
岡田こども園
さくらこども園
シオン幼稚園
昭光保育園
相愛こども園
平こども園

タンポポこども園
なかすじこども園
中舞鶴幼稚園
東山こども園
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子どもの視点から保育を見直す

◯子どもの特性は簡単には変わらないかもしれないが、保育者の発

想や保育を変えることはできるのではないか。「うちの園・学校は

毎年こうしている」に縛られず、一人一人の子どもに応じることを

考え、保育を変えることでうまくいく環境を探っていくことが大事

ではないかと考える。

◯「どうして〇〇できない！」という発想からは、子どもを責める

ことしか考えられない。「〇〇できるのはなぜだろう？」と考え、

どうしたらよいかの手立てを思いつく発想へと転換していくことが

大切である。

あの子と私の安心できるつながり

◯「できない自分も、SOSも出していいよ。それでいいよ。だいじ

ょうぶ」と感じられる、安心できるつながりをつくることが大切で

はないか。

◯保育者の、子どもへの関わり方（気になる子への接し方）が、ま

わりの子どもたちにうつり（映り･移り）、彼らが共生社会の担い手

へと育つための大切なヒントとなる。

◯子どもが何かに夢中になっている時、保育者は「横から」近づき、

隣に並んで、同じもの・同じ方向を見る。この「隣に並ぶ」姿勢は、

子どもの心を「ちょっと温かく」し、安心感を与え、共感の眼差し

を生み出す。もしかしたら、支援が必要な子との関係が「向かい合

う」ものになっていないだろうか。保育の基本に戻って振り返ると、

その関係は変わってくるかもしれない。

Page２

私たち大人が「共生社会」を自分の言葉で説明できることが必要
「みんなが大人になる頃は、こんな社会であってほしいんだよ」ということを、子どもたちに伝えていきたい

【しつもん】

その子(〇〇ちゃん)は、
先生にとって

・何かをなおす必要がある子ども
ですか?

それとも
・そのままを受け入れたい子ども

ですか?

【しつもん】

その子(〇〇ちゃん)は、

朝、家を出るとき

今日、園で何をしようと

思っていたでしょうか?

【しつもん】

「気になる子」を1人、
思い浮かべて下さい。

「その子(〇〇ちゃん)は、
どんな子どもですか?」と
きかれたら、どう答えますか?
一言で書いてみませんか。

参加者のアンケートより

・久保山先生のお話から、日々の保育の見直しと、気になる子へ
の関わり方を振り返るとてもよい機会となった。子どもを変える
視点でなく、保育者が変わることを意識したいと思った。子ども
との関係性を丁寧に築いていく保育をしていきたい。

・「できないことをできるようにするのではなく、その子の今で
きることを伸ばす。」この言葉をきいて、子どもがやってみたい
ことをたくさんやらせてあげて実現したり、心を動かす遊びを思
いっきり楽しめる環境を作っていきたい。

・子ども一人一人の好きなこと、得意なことを保育の中で見つけ
たり、引き出していけるよう、その子の「よさ」が発揮できるよ
うな保育、クラスにしていきたい。

・気になる子に対して、「なんとかしてあげなければ」「どう支
援していけば…」と考えがちでしたが、久保山先生の「療育の専
門家になる必要はない」という言葉を聞き、これからの保育を考
えていきたいと思う。

・自分の考えや子どもへの眼差しを、柔らかく、余裕のあるもの
にしていきたいと思う。子どもの姿を肯定的に見る視点や、少数
派、個人への視点を大切にしていきたい。

・どうしても見えやすい「評価」にとらわれてしまいがちになって
しまいますが、それは本当に必要なものなのか、子どもを主体とし
ているのか、ということを考えさせられました。共生社会を生きて
いく中、今、保育者ができることは、保育者の少数派への関わりだ
と思うので、モデルとなれるよう常に意識していきたい。

・久保山先生のお話は、支援の必要な子どもだけでなく、全ての子
どもに通じることであり、人材育成の面では、大人（職員）に対し
ても同じ心もちで対応したいと思った。責め合ったり、悪いことば
かりに目を向けるのではなく、子ども、大人関係なく、全ての面で
インクルーシブな世界をみんなでつくっていきたいと思う。

・子どもも失敗することもある、
大人も失敗することもある‥‥
失敗やできないことを緩やかに
受け止める。そんな職場にする
ことが、子ども一人ひとりの違
いやよさを認める園になるのか
な‥‥と振り返る機会となった。

おわりに

◯先生方の「今の苦労」は、決して無駄ではない。多様な子ども

たちが集まるクラスで育つ経験は、大人になった彼らが「いろん

な人がいるんだ、まあいいか」と受け入れ、多様な人々が共に暮

らす社会を生き抜くための「折り合いをつける力」を育んでいく

と考える。

◯もし、担任している子どもたちが、みんな同じような子どもだ

ったらどうだろうか。いざこざは起こらないかもしれないが、そ

のような中で育った子どもたちが、20年後の多様な社会を生きて

いけるだろうか。今の先生方の苦労は、きっと20年後、花を開く

ということを想像してみてほしい。

◯私たち大人が一人一人、「共生社会」を自分の言葉で説明でき

ることが必要だと考える。「みんなが大人になる頃は、こんな社

会であってほしいんだよ」ということを、子どもたちに伝えてい

きたい。

「できる できない」「◯ or ✕」ではなく…

「好きだなぁ！」「おもしろいなぁ！」 ※久保山先生講義より

という気持ちで見守り、「あの子と私」の安心できるつながりをつくっていきたいですね。

こちらの【しつもん】は、久保山先生のお話の冒頭に参加者

のみなさんに尋ねられたものです。

今回、ニュースレターを読まれて、「気になるあの子」のことを

ちょっと思い出してみてください・・・
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